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※この資料は参考資料であり、今後変更をする可能性があります

SCALESUBTITLE 日付

（仮称）野田・上吉影・下吉影統合小学校建設工事基本設計 株式会社 楠山設計平面図　 1/600 2018/10/18

2018年10月18日開校準備委員会　

凡例

図書室
多目的室
体育館

特別教室

普通教室

管理諸室

動線等共有部

放課後
子どもプラン

耐震壁

3 ～４年生のまとまり

7 ～ 9 年生のまとまり

1 ～ 2 年生のまとまり

校務センター

5 ～ 6 年生のまとまり

木材の活用を図り、温か

みがある建物とします。

新校舎と既存校舎の両方に向かう階

段を設け、建物のどこからもアクセ

スしやすい計画とします。

職員室から児童生徒の登下校が見

守れる位置に配置するとともに、

グラウンドへの視認性を確保でき

る位置に整備します。

校務センターには、教職員の使用する諸

室を集中し、児童生徒の教育指導に関し、

効率の良い教職員間の情報交流の場とし

て整備します。

図書室とコンピューター室との一体的

な整備により、児童生徒が主体的に図

書や電子メディアを活用し、調べ学習

に対応できる環境とします。

児童生徒や異学年・教職員・地

域など、様々な交流の場として

活用可能な多目的ホールを整備

します。

児童生徒の個性を伸ばす

ための学習や発表の場と

して活用します。

新校舎の正面にはＰＴＡ・会議室を配置

し、コミュニティスクールとして、児

童生徒を地域の目で見守り、地域と連

携しやすい学校とします。

普通教室は全て南向きに配置する

ことで自然採光・通風を確保しま

す。

学年区分のまとまりをつくり、異

学年の通過動線のない落ち着いた

学習環境とします。

各学年区分のユニットにはグループ

学習や少人数学習など弾力的な学習

展開のできる、余裕のある多目的教

室をつくります。

昇降口に入り、目の前に広がる２層

吹き抜けのメディアセンター（図書・

ＰＣ室）を、異学年間の交流の中心

として位置付けます。

⑬ ⑪

⑩

⑫

⑨

⑥

災害時には、避難所とし

ての機能も担えるよう

ビッグルーフなどを計画

します。

④

⑧⑦⑤

③ ② ①

〓 １ 〓
〓 ３ 〓 〓 ２ 〓

〓 １ 〓

〓 ２ 〓

〓 ２ 〓〓 ２ 〓〓 ２ 〓 〓 ３ 〓

〓 １ 〓

〓 １ 〓 〓 １ 〓 〓 ２ 〓

１階平面図

２階平面図

将来の小美玉市を託す児童生徒を健やかに育む義務教育学校として、一人ひとりを大切にする教
育環境を実現するため、児童生徒・教職員・地域の交流を育む平面計画の要点を示します。


